
論説

仏伝文献とガンダーラ美術

岡 本 健

Biographies of the Buddha and Narrative Art in Gandhara 

要旨

誕生から浬繋に至る釈尊の全生涯にわたる伝記を見出すには、紀元後2世紀頃成立したアシュ

ヴァゴーシャ作Buddhαcαritαをまつ必要があるとされる。アシュヴアゴーシャと同じくクシャー

ナ朝の王カニシカとの関係が指摘される僧伽羅利作『僧伽羅利所集経Jも、釈尊の誕生から死まで
を描く仏伝を含んでおり、仏教説話集 Divyãvαdãnα の第 26~29 章を形成する一連のアショーカ王

の物語には、アショーカが釈尊の誕生地から浬繋地に到る聖跡を巡ったとする巡礼物語が存在する。

さらに、 Divyavadanαの源泉資料のーっとされる『根本説一切有部見奈耶雑事jも、釈尊の全生

涯に渡る簡略な仏伝を大迦葉が語る箇所を含む。これらはいずれも北西インドとの関係が指摘され

ている。また、このような誕生から浬繋までを描く仏伝美術の作例は、ガンダーラの美術資料の特

徴でもある。そこで本研究では、北西インドに関係を持つ文献資料と美術資料とを比較し、その一

致点を鮮明にする。

「ード北西インド、仏伝文献、仏伝美術、ガンダーラ
ABSTRACT 

The first complete biography of the Buddha spanning仕omhis bi此hto parinirvaQa is thought 

to be Asvagho但'sBuddhαcαritα(ca2nd century CE). An almost complete stOIγof the Buddha's 

life is also found in the Seng-g，α-luo・shα-suo-ji-jing(ca 2nd century CE) and chapter 27 of the 

Divyavαdana. Furthermore， in the Mulαsαrvasitivadαvinαyα K$udrakαuαstu， which is said to 

be a scripture that served as a source for the Divyavadanα， we can also fmd a brief biography 

of the Buddha that spans his whole life. All of these texts are said to have been edited in 

Northwest India， including the Gandhara area， and it has been pointed out that one of the 

characteristics of Gandharan Buddhist artwork -such as reliefs found in Buddhist votive 

stupas・isthat it portrays the Buddha's entire life. In this paper， I will compare these kind of 

textual and art materials， making clear some of the points they share in common. 
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I 仏伝について

「仏伝」とは「仏陀の伝記」であり、すなわち、

仏教の開祖である釈尊の事績を記したものであ

るo 釈尊の事績の内で有名なのは、釈尊がヒマ

ラヤ山麓のカピラヴァストゥを拠点とする釈迦

族の子として生まれたことや、生まれてすぐに

七歩あるき「天上天下唯我独尊」と語ったとさ

れること、老人・病人・死人を見て、誰も肩代

わりできない苦悩の存在を知り出家を志したこ

と(四門出遊)、そして、「入浬繋」などと呼ば

れる臨終時に釈尊が沙羅双樹の聞に臥して亡く

なったこと、などであろう。

以上のような事績を知っている者なら、「仏伝J
とは、釈尊の誕生から浬繋までの全生涯を描い

たものであり、すなわち「一代記jだと考える

のが普通であるo ところが、釈尊の誕生から浬

繋までを一連のものとして語る仏伝は多くない

し、古くからあるわけでもない。そのことを見

ていこう。

仏伝は、大きく 2種類に分けられるに一つ

は「仏典中に散在する、釈尊の事績に関する記録j

である。例えば、党天(=プラフマン)が釈尊

に説法をするよう促す「党天勧請Jの事績は『マツ
ジマ・ニカーヤJ(Mαvjhimα-Nikayα)などの
経典に含まれ、シッダールタが将来偉大な人物

となることを仙人アシタが予言する「アシタ仙

による占相jの事績は『スッタ・ニパータ』

(Suttα-nipatα)などに含まれる。しかし、これ

らの仏伝事績を記すことは、それらの仏典の主

要な目的ではないことが多い。仏典に記される

「教えjがどんな場面で語られたかという前後関

係を伝えるために、釈尊の行動が言及されてい

るのである。このように、経典(阿含やニカーヤ)

あるいは律典などの中には、「釈尊の行状をある

程度まとまって語・る箇所」が散在する。これら

は釈尊の事績を語るが、断片的で、そこに釈尊

の一代記全体を描こうという意図は見いだしに

くい。

二つ目は、「独立した形で保存される釈尊の生

涯を記す仏典」であるo 代表的なものは、釈尊

の過去世物語が大部分を占める『ジャータカ・

アッタヴァンナナーJ(Jatαhα-αtthαuαnnαna) 
の内、釈尊の現在世物語やこれと深く関わる過

去世物語を語る部分『ニダーナカターj

(Nidanαhαtha) や、アシユヴァゴーシャ

(Asvagho号a)作のサンスクリット語詩形仏伝

『プツダチャリタJ(Buddhαcarita)、あるいは
説出世部の律蔵に含まれていたとされるサンス

クリット語仏伝『マハーヴアストゥj

(Mαhavαstu)、大乗経典として編纂されたサン

スクリット語の仏伝『ラリタヴイスタラj

(Lαlitαvistαrα)などである九これらは、断片

的ではなく、釈尊の生涯をまとまった形で伝え

ようとする資料である。

従来、このような2種の資料を区別なく「仏伝J
として呼ぶことが多い。しかし本稿では検討

の際に便利なように、後者の仏伝資料に相当す

るものを「仏伝文献Jと呼ぶことにする。なお、
上記2種の内、どちらが先に完成したのかとい

う問いが存在するが、現在は、前者(仏典中に

散在する釈尊の事績)が先に存在しており、後

者はそれらを編集して制作された、と見るのが

一般的である。仏伝は「エピソードの結合によっ

て成立しているJ(岩本・ 1975，254頁)と指摘
される通りであるo

実際、「仏伝文献」に含まれる f仏本行集経』
(587・591年訳(?))は、その名に「集」が含ま

れる通り、系統の異なる複数の源泉資料に基づ

く「釈尊の事績の集成Jであり、仏伝文献がど
のようにできあがってきたのか、を知る上で手

がかりとなる資料である。さらに、この『仏本

行集経』は、その経の末尾において、部派ごと

に仏伝文献を有した可能性を示唆する(平川・

1991，13頁)。

すなわち、「或問うて日く、当に何が此の経を

名くべきと、答へて日く、摩詞僧祇師は名けて

大事と為し、薩婆多師は此の経を名けて大荘厳

と為し、迦葉維師は名けて仏生因縁と為し、曇

無徳師は名けて釈迦牟尼仏本行と為し、尼沙塞

師は名けて昆尼蔵根本と為す勺と。これら五

師(摩詞僧祇=Mahasa血ghika.薩婆多=

Sarvastivadin・迦葉維=Kasyapiya .曇無徳=

Dharmaguptaka・尼沙塞=Mahisasaka)が所

属するのは「律蔵伝持の五部派」であるにし

かも、『仏本行集経jに見るように、それらをも

とに自由に素材を集成し仏伝編纂が許されてい
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る点からみると、仏伝というものが、部派の垣

根を超えうる存在であったことも推測される(平

井・ 2002，31頁)。

ところで、これら「仏伝文献」は、釈尊に対

する主要な事績 (i成道」ゃ「初転法輪」など)

において一致するが(岡野・ 1999)、相違点も存

在する。大きな違いの一つは、仏伝がどの事績

でもって終了するか、という点である。

釈尊の誕生から浬繋までを描く一代記的仏伝

は少ない。『ニダーナカター』は「祇園布施」に

終わり、『マハーヴァスト 7.] も釈尊の現在世の

事績としては僧団の成立で終わるorラリタヴイ
スタラJも諸弟子たちの出家に終わる。
釈尊の誕生から浬繋までの今生の全生涯を語

る最古の仏典は『プッダチャリタjと『僧伽羅

利所集経Jとされる。両者の内、『プッダチャ

リタjの現存サンスクリット語テキストは「降

魔成道」を描く章の半ばまでで途切れているが、

その後「舎利八分Jと「アショーカ王による仏

塔建立Jに到る事績群の記述を漢訳とチベット
訳の中に残しており、本来浬繋前後までを描く

資料だ、ったと考えられる。

一方、ガンダーラ美術に先行するインド古代

初期美術に属する、中インドのパールフットや

サーンチーなどの作例でも仏伝を扱ったものが

存在するo しかしそういったガンダーラ美術

に先行する作例においては宮治昭が言うように、

「釈尊の誕生から浬繋までを順序立てて表現する

ようなことはな」いのである(宮治・2009，47頁)。

これに対して、ガンダーラ仏伝美術では、誕

生から浬繋までを象った仏伝図が時系列を意識

して配置されているo このようなガンダーラ仏

伝美術と文献資料との聞にはどのような関係が

あるのかヘ本研究では、ガンダーラ仏伝美術

資料と北西インドと関係の深い文献資料開の比

較を行い、両者の関係の一端を示したい。

H ガンダーラ美術と仏伝

1.ガンダーラの仏伝美術

インドにおける仏教美術と比較してその表現

が「きわめて西方的」とされるガンダーラ美術

のもっとも大きな特徴の一つは、「それまでイン

ドで象徴的にしか表現されなかったプツダが、

ガンダーラでは人間の姿で表現されるJ(小谷・

1996， 113頁)ということである。ガンダーラ美

術が興ったとされる時代(1世紀前半から中頃)

に、仏像の誕生が推測されるのであるo

l世紀以降クシャーナ朝下で盛んとなるガン

ダーラ美術において、多くの仏伝浮彫が制作さ

れるが、宮治は、ガンダーラの仏伝美術の特徴

について、「伝記的な仏伝美術では、誕生(ある

いは燃燈仏授記や託胎霊夢)から浬繋(あるい

は茶見・分舎利・起塔)までの釈迦の生涯に対

する関心が軸となる。我々の感覚では仏伝美術

と言えば、当然のごとく釈迦の一代記を表した

ものと考えやすいが、インドではむしろそのよ

うな表現は少なく、インド美術の中では異端と

言えるガンダーラ美術の一系統に、伝記的な仏

伝美術の性格が顕著に窺える。ガンダーラの仏

伝美術は釈迦の説話を、しばしば通時的に、一

帥ー腕、筋を追って語ろうとする。そこでは釈

迦がいつ、どのようなことを成したかを、叙述的、

叙事的に表現することに主眼がおかれる。ガン

ダーラの仏伝浮彫を主題ごとに整理すると、実

に一二O以上の場面が知られ、インドでは他に
例を見ない。いかにガンダーラ美術が釈迦伝を

詳しく知ろうとしたかがわかるJ(宮治・ 2010，
187頁)と述べているo 以下、ガンダーラ仏伝

美術における「一代記的仏伝jを表現した作例

を検討していく}。

2.年代記的表現系統の仏伝図

インド内部では、釈尊の生涯を時系列に沿っ

て伝記的に表そうとする美術資料は少なく、む

しろ、ガンダーラの仏伝美術資料の内に、釈尊

の生涯を時系列的に、その一代記(誕生から般

浬繋まで)を描こうとするものが確認できる。

このような仏伝美術作例として、ガンダーラ出

土の「奉献(小)塔J(votive stupa)と呼ばれ
る塔の基壇部に阪め込まれた仏伝浮彫(例:松

岡美術館仏伝浮彫11)/ペシャーワル古物商旧蔵

浮彫 9))を挙げることができる。奉献塔の基壇

部浮彫には、時系列に沿って釈尊の誕生から浬

繋に至る今生の全生涯の事績を描こうとする、

すなわち、「一代記的仏伝を描こうとする志向J
を見出すことができる。例えば、現在のところ、
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7石版20画面(もとは「誕生」や「成道Jなど、
現在よりも多くの画面があった可能性もある)

が残存するペシャーワル古物商旧蔵仏伝浮彫を

見ると、次のような筋書に沿った事績が見出せ

る(宮治・ 2010，189・190頁)。

「燃燈仏授記J→「託胎霊夢J→「占夢」→「占相J
→「バラモンへの布施j→「通学」→「習学」

→「弓術J→「結婚式J→「納妃J• r納妃の歓
迎 l汀→「宮廷生活J→「出家の決意J→「出城」

→「釈迦説法J→「浬繋J→「茶毘」→「分舎利J
→「舎利の運搬」→「塔建立」

この「ペシャーワル古物商旧蔵仏伝浮彫」の

作例には、釈尊の全生涯を時系列に沿って描こ

うとする志向が見出せる。また、この作例を含む、

ガンダーラの奉献塔基壇部における仏伝浮彫の

構造については、宮治が既に述べているように

「燃燈仏授記や託胎霊夢から始まって、初転法輪

あたりまでの釈迦の前半生にあたる場面の後、

仏説法すなわち教化の場面をー・二挿入し、す

ぐに浬繋・茶昆・分舎利・起塔などの浬繋関係

の場面が続き、それで終わっているJ(宮治・

1997， 4頁)という特徴があるo このような表現

形式をとる仏伝図は「年代記的表現系統Jと呼
ぴうるもので、本稿ではこの呼称を用いる。ガ

ンダーラの「年代記的表現系統」の仏伝の構造

は下記のように図示できる。

[年代記的表現系統の仏伝図】

|燃燈仏授記/誕生~初転法輪1+教化話+1浬繋前後|

しかし、ガンダーラには、もう一つの表現系

統の仏伝図が見られるので、それを確認する必

要がある。

3.教化・神変表現系統

ガンダーラの仏伝図の中には、教化や神変を

連続して表現している系統の仏伝図も存在する。

例えば、シクリ・ストゥーパ(ラホール博物館蔵)

の作例は、次のような場面で構成されている(藤

原・ 2007)。

「ヤサの帰依」→「四天王奉鉢J→「鋪狼奉蜜J

→「遊女の寄進J→「樹下観耕」→「龍王の頒歌j
→「兜率天の菩薩」→「草刈人の布施」→「精

舎の釈尊」→「従籾利天降下」→「党天勧請」

→「帝釈窟説法J→「燃灯仏授記」

これを見ると、時系列を意識したものとは言

い切れず、「浬繋Jを含まず一代記的でもない。

むしろ、釈尊の求道や説法・神変場面に主体が

おかれていること、そして釈尊の発心や成道前

後あるいは帰郷説法以降、浬繋前までの釈尊に

よる「教化Jの事績が描かれることに注目できるo

教化・神変場面の他の作例として、「十六仙人の

訪仏」・「双神変J・「アングリマーラの帰仏J. r酔
象調伏Jなどが見出せる(宮治・ 2010，190頁)。
これらの事績は、初転法輪の後から浬繋より前

に位置するものが主であり、これに、前節の図

を合わせると下記のようになる。

[年代記的表現系統の仏伝}※枠内が主なる内

容。点線は「少ないが作例有り」の意

|燃燈仏授記/誕生~初転法輪1+教化話+1浬繋前後l
I教化・神変表現系統。】
燃燈仏授記ど誕生--初転法輪+雇亙量+混繋前後

年代記的表現系統は、初転法輪から浬繋前後

までの事績を詳細に描かず簡略化するのに対し、

教化・神変表現系統では、年代記的表現系統が

詳しく描かない教化の事績を内包する構図とな

るo 従って、両系統の内容は、釈尊の全生涯を

記す上で、相互補完の関係にあるようにみえる。

4.ガンダーラ仏伝美術と仏伝文献

ガンダーラの仏伝美術と仏伝文献はどのよう

な関係にあるのか。既に見たように、現存する

仏伝文献の内、誕生から浬繋までを一貫して記

述するテキストは少ない。仏伝文献の多くは、

ガンダーラの仏伝図のように釈尊の生涯を描こ

うとする意図が見出せるが、「燃燈仏授記」や「託

胎霊夢Jなどで始まり「成道Jで終わるものa修
行本起経J)や「党天勧請J• r初転法輪J• r三迦
葉帰仏Jまでで終わるもの (r太子瑞応本起経1・
『異出菩薩本起経J)、あるいは、「諸弟子の出家j
や「帰郷説法」まで(f過去現在因果経j. r普曜
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経J• r方広大荘厳経J• rラリタヴイスタラJ• r仏
本行集経J. r衆許摩詞帝経J)、時には、「祇闘精
舎布施」までで終わるもの (rニダーナカタ-j) 
もある(宮治・ 2010，190頁)。すなわち、浬繋

前後の仏伝記事を描くことなく終わるのが一般

的であり、誕生あるいはこれと関わる過去世物

語(燃燈仏授記など)から初転法輪、あるいは

その後の教化の事績を加えるものの、浬繋前後

が描かれないという点に主な仏伝文献の特徴が

ある。主な仏伝文献の構造を図示すれば以下の

ようであるo

[主な仏伝文献]

|燃燈仏授記/誕生~初転法輪1+直亙劃

浬繋前後の事績はどこに記載されているのか

といえば、非大乗系「浬繋経」類と呼ばれる一

群の文献に、浬繋前後の事績が記される(例:r長
阿含経Jr遊行経J• r般泥沼経卜法顕訳『大般
浬繋経J• r根本説一切有部見奈耶雑事j(漢訳/
蔵訳の対応箇所)・『マハーパリニッパーナ・スッ

タンタJ(Mαhapαrinibbanα-suttαntα)など)。
これらは、釈尊の浬繋とその前後の事情を詳述

するが、それ以前の釈尊の事績を詳しく時系列

に沿って記すことはない。従って、釈尊の全生

涯を表現するという志向を見出せない。とはい

え、この非大乗系「浬繋経」類を、上述の主な

仏伝文献の構図に連結させると、次の図のよう

に、釈尊の一代記的仏伝の形ができあがる。

{主な仏伝文献+非大乗系「浬繋経」類】

|燃燈仏授記/誕生~初転法輪1+雇盃量+1浬繋前後|

この構図は、ガンダーラの両系統を併せたも

のと似通っている。しかし、主な仏伝文献だけ、

あるいは、非大乗系「浬繋経」類だけでは、こ

のような図は完成しない。但し、このような一

代記的な構造をとる仏伝も存在する。

5. rブッダチャリタ』
釈尊の全生涯にわたる事績を描き、それを時

系列に並べている「一代記的仏伝Jを記す資料
が存在する。その内、比較的古いものとしては、

アシュヴァゴーシャ作『プッダチャリタ j

(Buddhαcαritα:以下、 BCと略す)を挙げるこ

とができるoBCは、釈尊の生涯を、誕生から

浬繋までの一連のものとして語り、時系列を意

識して事績が配置される。 BC各章の配置を図

示すると次のようになる。

【BC]

|(1)誕生-(15)初転法輪1 1(16) -(20)教化話|

(21)簡潔な教化話の列挙 1(22)-(28)浬撲前後|

※丸括弧内数字は『プッダチャリタ』の章数

BCにおける「初転法輪J以降の、第 16章か

ら第20章までの教化の事績の内訳は次の通りで

ある。すなわち、第 16章では「長者の息子ヤシャ

ス(=ヤサ)・三迦葉・ビンビサーラ王・マガダ

の大衆と神々を教化する事績Jを記し、第 17章
では「舎利弗・目連・大迦葉を教化する事績」、

第18章では「給孤独長者を教化する事績と、舎

利弗と給孤独長者による祇園精舎建立の事績」

を記す。次に、第 19章では「カピラヴァストゥ

での父王たち釈迦族を教化する事績jについて

記し、第20章は、祇園精舎の寄進を受けた後の

物語である「プラセーナジット王を教化する事

績jを記述するo 同じ第20章の最後尾には、釈

尊が「生母マーヤーを教化する事績J(=従'初利

天降下)を記す。

BCの中で、「浬繋前後」に該当する部分は、「ア

ンバパーリーを教化する事績」に始まる第22章

から「分舎利Jを記す最終章(第28章)までと

見なしうるo その理由は、第 22章第1詩節に「そ

れから世間〔の者達〕を救って後、説法者中の

最勝者(プッダ)は、法を地上に普及し終わって、

rc今や〕浬繋に相応しいJと考えたl1)Jという
文章が配置されているからである。また、この

第22章から第 28章の七章は、釈尊の浬繋前後

の事績を詳述する非大乗系「浬繋経j類の内容

と類似しているへ下回正弘も BCについて「浬
繋経に、内容・分量ともに匹敵する文献である」

(下回・ 1997，62頁)と記し、非大乗系「浬繋経」

類に合致する内容(，浬繋前後J) をBCが内包
することを指摘する。

次に、上図において、 BCにおける第20章ま
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での「教化話Jと別立てにした第21章の「簡潔

な教化話」について解説したい。まず、第21章

の第1詩節は、「解脱を望む天の神々と生母を天

界において教化して後、牟尼は教化すべき者達

を教化しつつ世間を渡り歩く 13)Jという文章で

始まるo 次に、韻文のみで形成される BCは第

20章より前では、一つの教化の事績を説明する

のに少なくとも数詩節以上を割くのが通常であ

る。ところが第21章では、一つの詩節で一つの

教化の事績を述べ、あるいは、一つの詩節で複

数の教化話を示すような、非常に簡潔な教化の

事績の列挙が約半分を占めているo 具体的には、

一詩節ごとに異なる様々な人物に対する教化話

を第36詩節 1.1)まで羅列し l旬、章の後半では、デー

ヴァダッタが象をけしかけて釈尊を襲わせた果

報としての堕地獄を述べるが、この箇所も「カー

ラ(死神)にも等しかった象が教化された状態

となった時、J勺(第21章第62詩節)と記され、
教化の事績のーっと見なすことができる。第21

章の章名が「行為の相続の章勺(laskyi rgyun 

gyi le'u)であることも、この章の内容が教化話

の列挙であることをよく示している。

このように、 BCは、主な仏伝文献が記す事

績の後、簡潔な教化話を列挙する部分を介在さ

せ、非大乗系「浬繋経j類を後続させた形をとるo

ガンダーラの年代記的表現系統の仏伝図同様、

誕生から浬繋までの事績を時系列的に表現して

いる仏伝文献であるo そして、 BCがガンダー

ラ仏伝図と同時代に北西インドという同じ地域

に共存した点は注意すべきである。

6. rアショーカ・アヴァダーナJ
釈尊の誕生から浬繋に至る今生の全生涯の事

績を描こうとする、すなわち、「一代記的仏伝を

描こうとする志向Jは、仏伝文献以外の資料に

も見出すことができる。説一切有部系の仏教説

話集『デイヴイヤ・アヴァダーナJ(以下、 DA
と略す)に含まれる削第26章から第29章まで

を一般に『アショーカ・アヴァダーナJ(2 ---3 
世紀に成立(?)。以下、 AA附と略す)と呼ぶが、

そのAAの第27章には、アショーカ王がウパグ

プタ長老に導かれて仏跡を巡礼する話加が含ま

れる。この巡礼において、王は、釈尊の誕生処

から浬繋処まで三十二箇所乱の仏跡を訪問し、

各々の地で、ウパグプタや土地の神々から釈尊

の事績を聞く。この巡礼物語は、釈尊の一代記

的仏伝を簡略な形で示していることとなるが、

その構造は次のように図示できる。

IAA] 

|(1)誕生---(26)初転法輪11(27) ---(31)教化話l
vistarel)a yavat (中略2_1(32)浬繋|

ここでの「教化話Jとは、ウパグプタが語る

第27番目の巡礼処での「千人の結髪苦行者の改

宗22)J (=三迦葉の帰仏(?))、そして、第28処「ビ

ンピサーラ王・八万の神々・マガダのバラモン

と長者たちによる四諦の知見 23)J、さらに第29処

の「シャクラと八万の神々による四諦の知見卸」

(=帝釈窟説法(?))と、これに後続する第30処

「大神変却J(=舎衛城神変(?))及び第31処で
の「従切利天降下創」を指す。その後、AAは「中

略Jという意味で用いられる vistare加 yavatと
いう語を介在させ、第32処としてのクシナガリー

での釈尊の「浬繋Jの事績を記すか。

このように、 AAにも釈尊の「誕生から浬繋

までJを表現しようとする志向を見出せる。こ
れは、 BC並びにガンダーラ仏伝美術における

年代記的表現系統と類似する点である。さらに、

BCの構造との密接な関係をも指摘できる加。

両資料の構造を上下に示すと下記のとおりとな

るo

IAA] 

|(1)誕生---(26)初転法輪11(27) ---(31)教化話|

vistarel)a yavat (中略)1(32)浬繋|

[BC] 

l(1)誕生---(15)初転法輪II (6) ---(20)教化話|
(21)簡潔な教化話の列挙 1(22)---浬繋前後|

BCの (21)r簡潔な教化話の列挙Jが、 AA
においてvistarel)ayavat (中略)に該当するこ

とが判る。そして、 AAにおける vistarez;ta

yavat (中略)の前後の事績と BC(21)の前後

の事績も一致すると言える。 AAでのvistare早a
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yavat (中略)の直前の事績は第31処「従'1刀利

天降下Jであり、 BC(21)の直前の事績は、第
20章最後尾の「従切利天降下Jである。さらに、

AAでのvistarel)ayavat (中略)に後続する事
績は第32処「浬繋」であり、 BC(21)の直後
の事績を、第22章以降に始まる「浬繋に関する
事績Jと見なすことができるならば、 AAとBC
の構造は一致していると言える。

以上のように、 BCとAAが、非常に似通った
構造の「釈尊の生涯」を描いていることを看取

できる。なお、このAA及び同内容を含む漢訳『阿
育玉伝j・『阿育王経jは、北西インドで最終的

にまとめられた可能性が山崎元ーによって指摘

されている(山崎・ 1979，7-8頁)。

7. r根本説一切有部毘奈耶雑事』
一代記的仏伝を、時系列に沿って描こうとす

る志向は、『根本説一切有部毘奈耶雑事J(以下、
『雑事jと略す)巻第三十八に含まれる下記の物

語にも見出せる。

マガダ国の王舎城付近にいた大迦掃波(マハー

カッサパ)は、釈尊の入浬繋を大地の震動によっ

て確信する。そして、大迦撮波は、マガダ国王

である未生怨(アジャセ)の信仰が未熟である

故に、釈尊の浬繋を知れば命を落とすかもしれ

ない、と考える。そのような事態を防ぐため、

大迦掻波は、釈尊の今生の生涯における事績を

絵に描いて知らせるよう指示するo 描くべき絵

は、まず「菩薩が賭史天宮で入胎を思案する事績」

(降兜率)に始まり、「託胎」、「総城出家」、「苦行」、

「成道J、「初転法輪Jと続き、さらに次のように
指示される。

…次於室羅伐城為人天衆現大神通。次往

三十三天為母摩耶庚宣法要。賓階三道下賂

部洲。於僧潟者城人天渇仰。於諸方圏在慮

化生。利益既周将趣園寂。遂至拘戸那城裟

羅繁樹。北首而臥入大浬禦0 ・・・2910

つまり、「舎衛城神変」・「従{刀利天降下Jの後、

「於諸方圏在慮化生Jすなわち、諸方の国で生類
を教化することを示す文を介在させ、その後「利

益既周勝趣園寂」として、闘寂(=入滅/出繋)

に趣くことを示す文を続けている。この構造は、

BCやAAの図との類似を指摘できる。

[雑事]

瞳型空・託胎~初転法輪l宣言亙孟豆E
於諸方国在慮化生直空白

凶

|(1)誕生-(26)初転法輪11 (27) -(31)教化話(初)1

vistarena vavat (中略)1 (32)浬繋|

{BC] 
|(1)誕生---(15)初転法輪11(16) ---(20)教化話(i刀)1

(21)簡潔な教化話の列挙陸型三浬繋前後|

※(初)は「従切利天降下」の事績。

BC (21) i簡潔な教化話の列挙」が、 AAの
vistarel)a yavat (中略)の位置に該当すること

は既に指摘したが、さらに『雑事』では、「於諸

方図在慮化生」がこれに対応しており、 BCの
複数の教化話の列挙とよく一致するo また、そ

の直前には、三資料がともに「従切利天降下」

を配置しており、その点でも一致を見る。『雑事J
も北西インドとの関わりが指摘される文献であ

る(山崎・ 1979，134-5頁)。

以上に見てきた、 BCとAA、『雑事』の構造は、
主な仏伝文献と非大乗系「浬繋経」類とを合致

させた形を取っている。そして、これらの構造は、

誕生から成道・初転法輪までを詳しく記してお

り、教化話を含むが全体の分量からすると比較

的簡潔に記され、浬繋へと連結される。これら

は既に見たガンダーラ仏伝図の二つの表現系統

の内、「年代記的表現系統」によく対応している

ことが判る。 BC、AA、『雑事』は簡略化されて
いるとはいえ、教化話は明確に記載されているo

しかしながら、誕生から浬繋までの仏伝を時系

列に沿って記載しながらも、「教化話」の部分だ

けを別の筒所に記述する文献が存在する。次に

みる『僧伽羅利所集経』である。

8. r僧伽羅剰所集経』

BC・AA.r雑事Jの構造とは一致しないが、
北西インドとの関わりが深く、釈尊の一代記を
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語る仏伝文献として『僧伽羅利所集経J(384年
訳)が知られている。

この文献は、アシュヴァゴーシャと同じくカ

ニシカ王の師とされる僧伽羅利の作で、三巻(巻

上・巻中・巻下)から成り、「巻上」冒頭に、過

去世を含め菩薩が行った実践徳目を列挙するへ

但し、その後、次のような仏伝中の事績を記す。

すなわち、「降兜率J(従兜術天降神:汁122b6ぷ3υ
に始まりl、「七歩の歩行J(行七歩:汁122b17η)、「捻
城出家J(菩薩出城門:汁122c22幻)、「剃髪J(菩薩
右手執万自剃頭髪:122c26)、「菩提道場での限

想J(我不解加駄坐。不逮一切智不起子座:

123al-2)、「成菩提J(一切智成等正覚:123a7) 

と続く。その後は、釈尊が「無侶・無師J(l23a25) 

であること、そして、六神通と類似する諸々の

智や四無長などの釈尊の属性が説かれて巻上は

終わる。巻中は、人間の諸苦の観察に始まるが、

続いて「爾時世尊云何降伏魔衆J(l24a19)とし

て、「降魔Jが記述される。しかし、その後は再

び「三弁才J(l25al)など釈尊の属性・能力に
言及する記述が項目ごとに続き、さらに、釈尊

あるいは仏の身体的特徴(相)と能力が、例え

ば「微妙之首J. i微妙之髪Jなどと列挙される。
その後、釈尊を「海J(世尊海:131c13)や「船J

(如来船:132a4)などに喰えることで、その能

力や属性を説明し、最後は「世尊はいかなる城

を有するのかJ(世尊有何城:134bl)と記され、
「城」の喰えで巻中は終了する。巻下は、アング

リマーラ(驚帽髪:134c17)や鬼(阿羅婆鬼など:

1 35a28)、デーヴァダッタ(調達:135c24)、象(檀

那波羅:136a25)、阿閤世(?) (王:136c16)な

どに対する教化の物語を列挙して後、釈尊の属

性や能力についての説明を行う。続いて、大迦

葉(l41c21)や舎利弗 (142a25)の入滅、そして、

釈尊の入滅の事績(l42c12-144a29)を記す。そ

の後さらに、初転法輪から浬繋までの聞に、釈

尊が何処において説法を行ったかを記する

(l44bl)担。アショーカ王(l44cl3)による舎利

分配と起塔の事績を記し、巻下を終了する。仏

伝に注目して、構造を図示すれば下記のように

なる。

[僧伽羅利所集経}

i(巻上)降兜率・誕生~成道II (巻中)降魔|
|(巻下)教化話・浬繋・教化話の列挙(初転法輪等)1

f僧伽羅利所集経jに記される仏伝は、時系列
を意識してはいるが分量は非常に少なく、むし

ろ、釈尊の能力・属性を讃える部分が主内容で

あると見ることができる。また、 22箇所に現れ

る「詳細は契経に説く通りであるJ(贋説如契経:
142b21， etc.)の定型句は、 f仏本行集経』と同
じく、源泉資料としての他経の存在を示し、僧

伽羅利が、それらの素材を用いて、誕生から浬

繋までを扱う時系列に沿った仏伝文献を制作し

たと見なすことができるor僧伽羅利所集経』も
BC、AA、『雑事jと志向を同じくするテキスト

と考えてよい。

E おわりに

ガンダーラ仏伝美術において特徴的である「釈

尊についての一代記的仏伝を描こうとする志向」

が、『プッダチャリタjなどの仏伝文献ばかりで

なく、『アショーカ・アヴァダーナjや『根本説

一切有部毘奈耶雑事』にも確認できた。また、

それら文献資料相互も構造的に類似しており、

それらが全て北西インドとの関係を有すること

が従来指摘されてきた文献資料である点は、「一

代記的仏伝Jと北西インドとの結びつきを一層
強固なものとする証拠となる。さらに、上記三

資料ほどの構造一致を示さないが、 f僧伽羅利所
集経jの構造も一代記的仏伝に類するものと見

ることができ、ガンダーラ仏伝美術と志向をー

にするものであることが確認できたo

付記 本稿は平成24-25年度科学研究費補助金

(若手研究 (B)rインドにおける釈迦の一代記
を描く仏伝と図像の比較研究J)を受けた研究成

果の一部である。
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〈略号〉

AA:Asokauαd伽 α

BC:Buddhαcαritα 

DA: Diuyauαd白zα

Td大正新情大蔵経j

注

1) 分類には、次の研究を参考にした。外薗幸一「仏伝

経典の形成過程についてJr鹿児島経済大学論集j24 
(3). 1983年，pp.47・69.

2) r異出菩薩本起経J• r太子瑞応本起経J. r修行本起経J.
『中本起経J• r過去現在因果経J. r仏所行讃J. r仏本
行経J.r僧伽羅利所集経J'Mαhauαstu'r仏本行集経J.
『普曜経』・『方広大荘厳経』など。これら漢訳の仏伝

資料については、成立時期などの点くから既に分類が

なされている(平井・ 2002)。また、 i英訳資料にかぎ

らず仏伝資料全般を分類した研究も存在する(平等・

1973)。

3) 原文は次の通り。「或問日首何名此経。答目。摩詞僧

祇師。名為大事。薩婆多師。名此経為大荘巌。迦葉

維師。名為仰生凶縁。曇無徳師。名為稗迦牟尼備本行。

尼沙塞師。名為昆尼蔵根本。J(T. 3， 932a) . 

4) i仏本行集経解題J(r困訳一切経j本縁部三)pp.2・3.
5) i兜率天からの下生から般湿繋と火葬にいたるシャー
キャムニの完全なる伝記を見いだすためには、紀元2

世紀まで待つ必要がある」と指摘する Lamotteは、

その完全なる仏{去として、カニシカ玉の師とされる

僧伽羅刺の作『僧伽羅利所集経J(384年訳)と、同
じくカニシカ王の師とされるアシュヴァゴーシャ(馬

1I鳥:Asvagho明)作 Buddhαcαritαとを挙げる

(Lamotte • 1988， p. 655)。

6) 宮治昭による次のような指摘がある。「ガンダーラの

仏伝美術の大きな特徴の一つは、しばしば「釈迦の

生涯Jを表そうとする志向が顕著に窺えることであ
る。時間の経緯に従って、釈迦の一生を伝記的に表

そうとする表現は、インドではむしろ珍しい。こう

した「釈迦の生涯jを表す表現は、クシャーン朝の

詩人アシュヴァゴーシャ(馬鳴)の書いた『プッダチャ

リタ(仏所行讃)Jの仏伝経典の内容とも呼応するも

ので、この時代に釈迦を偉大な聖者として伝記的に

捉える見方が行われ、ガンダーラ美術において特に
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好まれたことがわかる。J(宮治・ 1997，p. 4). 
7) 検討に際し、宮治昭(1997，2010)と上枝いづみ (2013)

の研究を参照した。

8) 松岡美術館(1994，fig. 20 (1) -(22) )を参照。

9) 肥塚(1979，52a-g)を参照。

10)上枝は、太子の「帰域Jと「帰城の歓迎Jと見るの
が相応しいと指摘する(上枝，2013，101頁)。

11) rプッダチャリタJ(以下、BCと略す)の党文原本は、
第14章第31詩節(欠落部分も有り)までしか残っ

ていない。そのため、本稿中に引用する部分は対応

する蔵訳Sαngsrgyαs kyi spyod pαzhes byαbα・i

snyαnngαg chen po (北京版 No.5656[前e，1-124b8] 

〔以下、 Pと略す);デルゲ版No.4156陥e，lbl・103b2]

〔以下、 Dと略))を用いる。また、本文中に和訳を

示したチベット文は次の通り fde nas 'jig rten rjes 

bzung n邸 I/d凶 kyismra ba rnams匂imchog / / 

chos kyis (P. kyi) sa凶 khyabmdzad nas / / mya 

ngan 'da' ba dang mtshungs dgongs / / (P94a5・6;

D78al-2U. 

12) BC第22章から第26章における釈尊の旅程は、 j里繋

前後の事績を描いた『マハーパリニッパーナ・スッ

タンタjとよく一致する。詳細は拙稿 fDivyavadanα

第二十七章に見られる悌跡巡穫と BuddhαcαritαJ

<r東方学J110，2∞5年)を参照されたい。
13) thar 'dod lha na gnas rnams dang / / skyed ma 

mtho ris su btul n儲// thub pas gdul bya rnams 

'dul zhing / / de nas de凶 Jigrten rgyud / / (P90b7・

8; D75a3-4). 

14) BC 21.36 (P92a7・8;D76a7). 

15)例えば、 rilnga'i dbus kyi grong khyer du / / 'od 

ldan冶hobyed dpang po dang / / gro bzhin skyes 

dang yan lag sbyin / / rnam par 'dren p錨 denas 

btul//fそれから、五山の中央の都市において、ジョー

ティシュカ、ジーヴァカ、シューラとシュローナコー

ティーカルナとアンガダを教導者(プッダ)は教導

した。J[BC 21.2 (P75a4; D90b8J ; chos kyi thos pa 

nyidl鎚凶// mi skyong dpal ni spangs (D. yangs) 

pa伺 n/ / spos 'dzin gyi (P. gyis) ni dpang phyug 'd廿

/ / pa dma zhes bya rn創np訂 btul//f法の聴聞のみ

により、不動の栄光(=国王の地位)を捨て去った、

パドマ(=プシュカラ)という名のガンダーラの王を、

ここにおいて教導した。J[BC 21.4 (P91al-2; 

D75a5)]. 

16) dus dang mtshungs pa'i glang po dul b訂 gn部 pa

na / I (P94al; D. 77b5). 

17)梶山・小林・立川・御牧訳『プッダチャリタ』は寧

名を「教化活動の進展Jとする (p.237)。内容とよ

く合致する章名である。

18) DAのテキストとして、 Divyavαdanα:A Collection 

ofEαrly Buddhit Legends， ed. by E. B. Cowell and 

R. A. Neil， Cambridge， 1886 (Reprint: Delhi， 1987) 

を使用する。

19) Asokauαdanαの略oAsokauαdanαはDA第29章の

名称であるので紛らわしい。しかし便宜上、 DA第

26章~第29章をAsokauαdanαと呼ぶことも珍しく

ないため、これら四章に対し、 AAの略号を使用する。
20) DA p. 248， l. 15-p. 252， l. 7; r雑阿含経J(T. 2， p. 
l“b18・167cl3); r阿育王伝 J(T. 50， p. 103a22・
104a28) ; r阿育王経J(T. 50， p. 1おcl・138aI8)※Tは
『大正新情大蔵経jを指す。

21) J. S. Strong， The Legend of King Asokα: A Study 

αnd 1テαnslαtionof the Asokauαdanα， Princeton: 

Princeton University Press， 1983， p. 123， n. 61. 

22) asmin pradese jatilasahasraIp pravrajitam (DA p. 

393， l. 26). 

23) asmin pradese rajno bimbisarasya dharma:qt 

desitam rajna ca bimbisare早asatyani drliltany 

asltibhis ca devatasahasrair anekais ca 

m孟gadhakairbrahma早agrhapatisahasrail).(DA p. 

393， l. 26・p.394， l. 1). 

24) asmin pradese bhagavata sakrasya devendrasya 

dharmo desital). sakreI}.a ca satyani drliltany 

asltibhis ca devatasahasrail.l(DA p. 394， ll. 1・3).

25) asmin pradese mahaprat仕larya早vid出世.tam(DAp. 

394， l. 3). 

26) asmin pradese bhagavan deve，?u trayastriIpSe，?u 

var~ã ut;litva matur janayitrya dh訂 m倒pdesayitva

devagaI)aparivrto 'vatlrI)al;t<DA p. 394， ll. 3・5).

27) vistareI}.a yavat sthaviro rajanam asokam 

kusinagarlm upanamayitva dakl?II;la早karatalam
abhiprasaryovaca / asmin pradese maharaja 

bhagavan sakala:qt buddhakarya:qt krtva 

nirupadhise~ nirva早adhatauparinirvrtal;t (DA p. 

394， ll. 5-9). 

28)この点は、既に拙稿「為母説法と浬繋経:r摩詞摩耶経』
を手がかりとしてJ(r仏教史学研究J50 (2) ，2∞8年)
にて指摘した。

29)この記述に対応する箇所は党文を欠くが、蔵訳'Dul-

ba phran-tshegs-kyi gshi (北京版No.1035[Ne， 

274b5・275a5];デルゲ版No.6[Da， 2卯a6-2卯b6])が

存在する。対応する箇所の記述内容は漢訳『雑事J(T. 
24， p. 399c2・7)と逐語的に一致するので、本文中に

は漢訳を挙げる。対応筒所のチベット文は次の通り。

ji ltar mnyan yod du cho 'phr叫 chenpo bstan pa 

dang / ji ltar sum bcu rtsa gsum lha'i gnas su 

skrun pa'i戸nngyi thad du gshegs n部 chosbshad 

de grong khyer sgra can du bab pa dang / ji ltar 

phyogs gang dang gang na gdul ba de dang de dag 

btul nas / sangs rgy鎚 kyimdzad pa mthar phyin 

旬/grong khyer rtswa can du tha ma'i gzIIns mal 

du gshegs pa de lta bu'i ri mo dag bri b訂 byazhiItg 

/ (P275a3-5; D2卯b5・6).

30) fまだ《六波羅蜜》という定型に収蝕してはいないJ(平
井・ 2002，31頁)と指摘されるとおり、「波羅蜜」と
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いう語は出ないが、「波羅蜜行jと類似する項目の組

み合わせが見出せる(檀・戒・精進・忍・三l味、など)。

31)丸括弧 o内の数字とアルファベットは、『大正新怖
大蔵経j第4巻の頁数・コラム数・行数を指す。

32)如是世尊於波羅奈岡。而締法輪。初縛此法時。多鏡

益衆生。即於此夏坐有益於摩掲閥王。第二*三四於

霊鷲頂山。第五牌許離。第六摩拘羅山(It~1 "専)筋母故。

第七於三十三天。第八鬼神界。第九拘市見図。第十

枝提山中。第十一復鬼神界。第十二l李伽陀関居慮。

第十三復還鬼神界。第十四本悌所遊慮。於舎衡祇樹

給孤濁倒。第十五迦維羅衡園搾種村中。第十六還迦

維羅衛岡。第十七羅関城。第十八復羅関城。第十九

桁梨山中心第二二十夏坐在羅閲城。第二トー還柘梨山'110

於鬼神界不縦!挺鈴鹿連四夏坐。十九年不経歴鈴鹿。

於舎衛同夏子I~。如来如是最後夏坐時。於蹴祇境界昆

勝村中夏坐。世尊己度愛淵如是。嚢昔諸悌所作恵施

利根皆悉成就。諸行普至志性柔和皆悉度巳。次度中

根次!主軟根。漸i斬使至須陀出。興外撃演説。1ft部骨

j胡遍。爾時使取iA繋。 (T.4， p. 144b1・18;*宋元明版
に従い「三」を「三四Jに訂正。




